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(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」 ⇔ 【授業の達成目標】
２６UAカリ･総人社･人間文化学, ２５UAカリ･総人社･人間文化学

【人間文化学】思想、歴史、社会、情報、言語、芸術など多種 現在「英語学」と言えばEnglish Linguisticsという名称を思い
多様な側面を持つ人間文化に関する深い素養と幅広い理解を基 浮かべる人が多いが、現在の英語学の基礎は19世紀のEnglish 
盤として、その文化を継承し、柔軟な感性と創造的な論考によ Philologyの確立にあったという事実を前にして、21世紀に改め
り専門領域の問題を客観的・学問的に究明し、独自に理論を構 て英語学English Philologyを研究する意味・意義について考え
築する能力や仮説を検証する能力を有する。 ることができるようになる。

⇔

【人間文化学】人間文化に関する文献・資料を収集・調査し分 文献学における資料の収集のノウハウを学ぶことで、21世紀の
析・考察する人文学の伝統的な手法を身につけるとともに、他 技術を利用した実践的な研究を行う方法を身につけることがで
の学問分野の解析手法を併せて修得することによって、複雑多 きるようになる。
様化する現代社会の課題に柔軟な対応ができる応用力を有する。

⇔

【人間文化学】高度な言語運用能力とコミュニケーション能力 高度な研究成果を英語で読み解き、その議論を自分の言葉で批
を基盤として、多領域のステークホルダーと協動し、現代社会 評できるようになる。
の課題に取り組みながら、独創的かつ多文化共生的な英知の創
成と提案を行う力を有する。

⇔

【人間文化学】人間文化学に関わる地域中核人材・研究者・教 古来の価値観、倫理観がどのように伝承されたかを理解するこ
育者として備わっているべき高い倫理観を有する。 とで、未来の人間の価値観・倫理観への客観的な観察をする指

針を得られるようになる。
⇔

(2)授業の概要 19世紀ヴィクトリア朝が英語学・英語学文献学に果たした先人の業績を今日的な視点で批評し、評価し
ながら、文献学としての英語学の価値を再認識する。
Matthew Townendの実証的、文献学的なアプローチを学ぶことで、英語の言語学資料の基礎を学ぶ。

(3)授業計画 初回はセットテクストの紹介とJames Turner, Philology: The Forgotten Origins of the Modern 
Humanities (2000)のPrologueを読み、Modern Humanitiesの中でのEnglish Philologyという学問の立ち位
置を確認します。
２回目以降はテクストを読む対面授業ですが、曜日と時限を変更し、受講生の都合に合わせた時間に授
業を行います。
以下のとおりに授業を実施します。
２．Introduction: 読解と議論: James Turnerの議論を踏まえて、English Philologyについての様々な視
点を知り、議論します。
３．Alaric Hall's Introduction  読解と議論: (1) Historiography, (2) Categorisation, (3) 
Folkloreについて議論します
４．Chapter 1: A Medieval Scandinavian Context]: (1) Snorri Sturluson 読解と議論
５． Chapter 1: A Medieval Scandinavian Context] : (2) Eddaic Lays
６．Chapter 1: A Medieval Scandinavian Context: (3) Interpretations 
７．Chapter 2: The Earliest Anglo-Saxon Evidence: 読解と議論: (1) Etymology, (2) Personal 
Names, を読み、語源学の概念や先行研究について理解します。
8．Chapter 2: The Earliest Anglo-Saxon Evidence 読解と議論: (3) Morphology, (4) 
Interpretationsを読み、音韻論と形態論、意味の定義について議論します。
9．Chapter 3: Female Elves and Beautiful Elves: (1) Aelfen Glosses, (2) Landaelfe and Dunaelfa 
Glossesを読んで考察し、議論します。
10．Chapter 3: Female Elves and Beautiful Elves: (4) Feminine aelfe, Female Elven?, (4) 
Aelfscyneを読んで、議論します。
11．Chapter 4: Aelfe, Illness and Healing (1)を読み、議論します。
12．Chapter 5: Aelfe, Illness and Healing (2) を読み、その意義を問い、議論します。
13．Chapter 6: Anglo-Saxon Myth and Genderを読み、歴史文献と伝承学についての基礎を学び、議論し
ます。
14．Chapter 7: Believing in Early-Medieval Historyを読み、議論します。
15．Epilogue: ２つのAppendicesを読解し、English Philologyの未来について議論します。
期末試験　無

(4)成績評価の方
法

各回の授業内容に即して、受講生は調査、分析、考察の発表を行い、その発表の方法（プレゼン能力）、
情報の正確さ（出典の確認）、視点のオリジナリティ（視野の広さや考察の深さ）を評価します。
総論でまとめた内容は報告書として提出され、評価されることになります。
各回の発表の評価を60％
総論として提出された報告書の評価を40％
として、総合的に評価します。

(5)成績評価の基
準

各回の発表および報告書で、実証的・歴史的情報を精確に示すことを評価の基準として、以下の様に評
価します。
実証的・歴史的情報の精確な記述がされていることを水準
実証的・歴史的情報の精確さに加えて、要約が過不足無ければやや上
情報と要約の精確さに加えて、先行研究による補足・追加情報が加わればかなり上
セットテクストに関する以上の発表内容に、自分の研究のスタートアップが示されれば卓越している

(6)事前事後学習
の内容

セットテクストを事前に入手し、言及されている文献資料を確認し、発表原稿を作成することを事前学
習とします。
発表原稿を最終的にまとめ、報告書として提出する準備をすることを事後学習とします。



(7)履修上の注意 セットテクストに基づいて発表の準備をしなければならないので、履修希望者は早めに購入することが
求められます。
購入が困難な人は相談してください。

(8)質問,相談への
対応

質問、相談は授業中もしくはメイルにて受け付けます。
j-tksitoを信州大学アカウントの前に付けて下さい。

【教科書】 Alaric Hall.  Elves in Anglo-Saxon England: Matters of Belief, Health, Gender and Identity.  
Boydell, 2007.  ISBN 978-1843835097

【参考書】 Karen Louise Jolly.  Popular Religion in Late Saxon England: Elf Charms in Context.
The University of North Carolina Press, 1996.  ISBN 978-0807845653


